
【教室の日課（例）】 

鈴の森教室の日課   

  ＜月・水・金 ９：００～１４：００＞  

    9:00  9:20        10:30    11:10       12:00   13:00       14:00 

読書 
ゆったり 
タイム 

学習 
タイム 

わくわく 
タイム 

昼食 
休憩 

学習 
タイム 

振り 
返り 

   ＜火・木 ９：００～１２：００＞                                 

    9:00   9:20       10:30      11:10       12:00 

読書 
ゆったり 
タイム 

学習 
タイム 

わくわく 
タイム 

振り 
返り 

  

【通室までの手順】 

相談 

予約 

〇子ども・保護者からの相談 

〇学校・関係機関からの相談 

〇面談の予約 

お気軽にご相談ください。 

０５９８－２６－１９００ 

面談 

 

見学 

 

体験 

〇子ども・保護者との面談 

〇教室内の見学 

〇活動中の教室の見学 

〇体験通室 

〇相談・検討 

実際に来室していただき、お話を聞かせて

いただきます。その後、当施設や活動の様

子を見学、体験していただきます。 

聞かせていただいたお話や見学の感想、体

験の様子をもとに、他機関との連携や２教

室のどちらが適切か等を相談・検討いたし

ます。 

通室 

開始 

〇通室手続き 

〇通室開始 

学校の承認をいただき、通室の開始となり

ます。なお通室開始日は体験開始日まで遡

ります。 

 

【相談案内】 

 
不登校などで悩んでいる子どもや保護者、教員を対象に教育相談（電話相談・面接相談・ 

訪問相談）を行っています。面接相談・訪問相談は、電話により予約をしてください。 

〈相談時間〉 １４時半～１７時    ＜電話＞ ０５９８－２６－１９００ 

松阪地区教育支援センターのご案内 

 

～安心できる居場所を 

お探しのみなさんへ～  

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴の森教室 

やまゆり教室 
 

松阪地区教育支援センターは、学校へ行けない、または行きたくない子についての 

相談や通室について、気軽に相談できるところです。 

 



 教育支援センター 学 校 家 庭 

【子どもの状況状態に応じた支援】 

不登校児童生徒については、個々の状況に応じた必要な支援を行うことが必要であり、登校

という結果のみを目標にするのではなく、児童生徒や保護者の意思を十分に尊重しつつ、児童

生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要があります。 

松阪教育支援センターでは、不登校児童生徒が主体的に社会的自立や学校復帰に向かうよう、

不登校のきっかけや継続理由に応じて、また個々の状況や状態に応じて、適切な支援やはたら

きかけを行うよう心がけています。 

 

 

 

将来の社会的             自立をめざす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援の 

3 本柱 

 

 
 
 
 

子どもの状況状態に応じ、三者が協力して支援を行います 
 

【教室案内】 

 子どもの状況状態にあわせた教室への通室を案内します。 

 

 鈴の森教室 やまゆり教室 

特 徴 小集団による活動 
少人数による活動 

予約制（当日予約可） 

開室日 月曜日～金曜日 月曜日～金曜日 

開室時刻 
（月・水・金）９時～１４時 

（火・木）  ９時～１２時 

（月・水・金）９時～１４時

（火・木）  ９時～１２時 

住 所 松阪市川井町６９０番地１ 松阪市久米町２００８番地 

 

【教室活動紹介】 

○ふれあい活動 

遊びやスポーツなどを通して、児童生徒間または指導員との交流を深めることで、心の安定

と集団への適応性を高めます。 

 

 

 

 

○学習活動 

学習習慣の定着を図りながら、子どもに応じた学習内容を行っていくことで、自主・自立の

力を育みます。 

 

  

 

 

○体験活動 

工作、調理、運動、野外活動等を通して、やりとげる楽しさや充実感を味わい、集団での活

動の楽しさを実感します。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
あ
わ
せ
て
支
援 

支援

第6段階 学校復帰・社会的自立 継続したサポートを行い、意欲の持続を図る。

第5段階 自立に向けた旅立ちの準備

自立をサポートすることで、退室後の生活に向けての動

機づけを高める。

自己コントロールやソーシャルスキルの向上を図る。

第4段階
「しんどくてもしなければ

ならないこと」への挑戦

慣れたことだけでなく新たなチャレンジを勧める。

基礎学力の補充や生活習慣の確立を図る。

第3段階
願いややりたいことを実現する

活動に意義や充実感を感じる

本人にとって活動には意義があり重要であるという認識

を促す。

集団での活動に参加する機会や他者との交流を増やす。

第2段階 過ごし方を自分で考える
子どもの願いに寄り添い、めあてや計画を話し合う。

自分で決めたことや選んだことを肯定的に評価する。

第1段階
受け入れられ認められて

いるという実感を持つ

「受けとめる」ことを主として、子どもの気持

ちに耳を傾ける。

子どもの状況状態


